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平成 28 年３月期第２四半期業績予想値と実績値との差異及び 

平成 28 年３月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 

 当社は、平成 27 年７月 31 日に公表した平成 28 年３月期第２四半期業績予想値と実績値の間に差

異が発生しましたので、以下お知らせいたします。 

また、平成 27 年７月 31 日に公表した平成 28 年３月期通期業績予想を下記の通り修正しましたの

で、併せてお知らせいたします。 

 
記 

 

１．平成 28 年３月期第２四半期業績予想値と実績値の差異 

第２四半期（累計）連結業績予想値と実績値の差異（平成 27 年４月１日～平成 27 年９月 30 日） 
 

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する

四半期純利益 
１株当たり

四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 百万円

148,000

百万円

5,500

百万円

2,500

百万円 

500 

円 銭

1.44

実績（Ｂ） 149,128 7,549 5,262 2,783 8.00

差異（Ｂ－Ａ） 1,128 2,049 2,762 2,283 －

増減率（％） 0.8 37.3 110.5 456.6 －

（ご参考）前期実績 
（平成 27 年３月期 
第２四半期） 

143,880 10,590 8,284 △80,504 △231.40

 

差異の理由 
売上高は、予想通りとなりました。営業利益は、国産ナフサ価格が想定を下回って推移したこと

により、石油化学製品の損益が改善し、予想を上回りました。経常利益、親会社株主に帰属する当

期純利益は、上記理由により、予想を上回りました。 



２．平成 28 年３月期通期業績予想の修正 

通期個別業績予想数値の修正（平成 27 年４月１日～平成 28 年３月 31 日） 
 

売上高 経常利益 当期純利益 １株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 百万円

191,000

百万円

5,000

百万円 

2,500 

円 銭

7.19

今回修正予想（Ｂ） 185,000 8,000 8,500 24.44

増減額（Ｂ－Ａ） △6,000 3,000 6,000 －

増減率（％） △3.1 60.0 240.0 －

（ご参考）前期実績 
（平成 27 年３月期） 184,043 18,665 △62,950 △180.96

 
通期連結業績予想数値の修正（平成 27 年４月１日～平成 28 年３月 31 日） 
 

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する

当期純利益 
１株当たり

当期純利益

前回発表予想（Ａ） 百万円

309,000

百万円

18,000

百万円

12,000

百万円 

6,000 

円 銭

17.25

今回修正予想（Ｂ） 306,000 20,000 14,000 14,000 40.25

増減額（Ｂ－Ａ） △3,000 2,000 2,000 8,000 －

増減率（％） △1.0 11.1 16.7 133.3 －

（ご参考）前期実績 
（平成 27 年３月期） 302,085 19,530 12,920 △65,349 △187.85

 

修正の理由 
 通期個別業績予想につきましては、売上高は国産ナフサ価格の下落による石油化学製品の販売価

格の軟化等により予想を下回る見込みです。経常利益は、国産ナフサ価格下落により石油化学製品

の損益が改善することに加え、為替等の影響で Tokuyama Malaysia Sdn. Bhd.に対する投資損失引当金

の計上見込額が減少したため、予想を上回る見込みです。当期純利益は、上記理由に加え、固定資

産の譲渡に伴い固定資産売却益を特別利益として計上することにより、予想を上回る見込みです。 
 
通期連結業績予想につきましては、売上高は通期個別業績予想の修正理由により、予想を下回る

見込みです。営業利益は、国産ナフサ価格下落により石油化学製品の損益が改善し、予想を上回る

見込みです。経常利益は、上記理由により、予想を上回る見込みです。親会社株主に帰属する当期

純利益は、上記理由に加え、固定資産の譲渡に伴い固定資産売却益を特別利益として計上すること

により、予想を上回る見込みです。 
 
尚、中間配当及び期末配当予想につきましては、Tokuyama Malaysia Sdn. Bhd.の第２期プラントが

当社グループの既存のプラントと比較しても大規模なものであり、その事業計画に齟齬が発生した

場合には、当社グループの業績及び財務内容に大きな影響を与える可能性が存在するため、無配と

させていただく予定です。 
以上 

 
注意事項： 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。


